
                                                                         令和５年３月１０日 

保護者 様 

                                                                 埴生小学校長 中村 まゆみ 

                                学校評価の結果について 

 学校評価アンケートにご協力ありがとうございました。得られた結果、寄せられたご意見やご要望

を考察し、今後に向けた改善の方向を考えました。子ども達の教育のため、学校・家庭・地域の連携

をより一層深め、今後益々努力してまいります。 

  ※表の中の数字は提出者の数の割合となっております。（数値が小さい場合は切り捨てられている場合があります。

その場合、合計が１００％になっていない場合もあります） 

 ※提出者数は保護者５０６名、児童５５２名  職員３０名  計１０８８名 

 

１ 学校グランドデザインの中の重点について 

 重点活動 「笑顔あふれる明るいあいさつ」「ただひたすらに完全無言清掃」    

 

 

明るいあいさつ 完全無言清掃    単位：％  

（ ）:昨年度の数値 

    A：そう思う 

  B：だいたいそう思う 

  C：あまりそう思わない 

  D：そう思わない 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

 

保護者 ３２ 

(29) 

４７

(51) 

１８ 

(16) 

３ 

(4) 

－ － － － 

児 童 ５６

(57) 

３４

(35) 

８ 

(6) 

２ 

(2) 

３７

(36) 

４３

(50) 

１６

(11) 

４ 

(3) 

職 員 １１ 

(16) 

５４

(60) 

３２

(24) 

４ 

(0) 

１４ 

(24) 

５０

(60) 

３６

(16) 

０ 

(0) 

※「完全無言清掃」は『掃除中黙って時間いっぱい自分の仕事をしているか』を評価しました. 

明るいあいさつ 児童はＡ、Ｂあわせて９０％で、良くできていると感じている割合が昨年と同様

に高水準となりました。一方、職員は肯定的な評価が６５％と昨年度の７６％から下がっています。

一昨年は５０％だったので、その頃よりは高評価となってはいますが、挨拶についてはもう少し力を

入れていかなければと感じます。 

保護者からは、昨年とほぼ変わらないものの、「朝の登校班ではなかなか挨拶ができていない」

「恥ずかしがっていて小さい声で挨拶をしている」「今の時代、交流が少なく近所の人にも気軽に挨

拶できない」「本人も挨拶の大切さは分かっているが、性格の殻を破るのが難しい」等の意見があ

り、「自分から進んで」できていない児童もいること、親しくならないとあいさつができていないこ

とが見られます。一方で「学校付近を通ったときに、高学年の子が元気よく挨拶してくれた」「自分

から積極的に元気に挨拶するなど、積極的に行動してきており、成長を感じる」等のご意見もありま

した。今後とも、家庭、学校、地域等のどこでも気持ちのよいあいさつが自分から進んで出来るよ

う、人との関わりを大切にしながら、児童会、学校が連携しながら、指導していきたいと思います。

また、保護者の皆様にも、引き続き家庭や地域で、小学生に大きな声であいさつをしていただけると

ありがたいです。 

完全無言清掃 児童は A,B 合わせて８０％となっており、昨年の８６％と比べると若干下がってい

ます。職員は６４％と、昨年の８４％に比べると大幅に下がっています。一昨年の結果（職員６２ 

％）と同程度となっています。昨年は学校全体で「完全無言清掃」への意識が高まっていましたが、

今年は無言清掃について意識が向いていなかったと反省させられます。「無言清掃」は単に黙って掃

除をするだけでなく、汚れているところを自らが「気づく」ことや周りの友だちが手伝って欲しいと

思っている「心の声を聞く」など、本校の教育課題「唯聴心」を具現化する大切な活動です。学校で

も、学校全体、クラス、児童会等で協力しながらすすめていきたいと思います。ご家庭でも、お掃除
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やお手伝いで最後までやり通すことを認めていただきながら、その良さを実感させていただきますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 

 重点 ＜明るく＞「笑顔一番・感動の歌声」＜元気よく＞「健康第一・元気にマラソン」 

 

 

笑顔一番・歌声 健康第一・マラソン 

A B C D Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ※『歌声』は昨年はなかったので、一昨年の物

と比較してあります。 

※児童の『マラソンに取り組んだり運動をしよ

うとしたりしているか』と、保護者の『体を

動かしたりスポーツに親しもうとしたりし 

ているか』で評価しました。 

 

 

 

保護者 — 

  

— 

 

— 

 

— 

 

７０ 

(59) 

２８ 

(33) 

２ 

(7) 

０ 

(1) 

児 童 ５３ 

(47) 

３３ 

(32) 

１２ 

(17) 

２ 

(5) 

５５ 

(50) 

２７

(27) 

１５

(18) 

４ 

(6) 

職 員 ２１ 

(36) 

５４ 

(50) 

２１ 

(14) 

４ 

(0) 

１４ 

(4) 

７１

(80) 

１４

(16) 

０ 

(0) 

歌声児童の８６％、職員７５％がよかったと感じています。昨年度は新型コロナウィルス感染対策の

観点から、音楽会の合唱を差し控えさせていただきましたが、今年度は音楽の授業や音楽会での合唱

が復活しました。各クラス毎日１回は歌を歌うという取り組みはできませんでしたが、そんな中でも

子どもたちは歌えること、音楽を聞くことを楽しみにして、前向きに音楽の学習に取り組めた子が多

かったように思われます。今後も、感染対策に配慮しながら、歌を歌えるよう取り組んでいきます。 

マラソンや運動に親しむ A,B 合わせると、保護者９８％、児童８２％、職員８５％がよかったと感

じていますが、昨年に引き続き感染対策で常にマスクをしている状況から、子どもが体を動かしたり

スポーツに親しむことが難しかったようです。また、運動の得意不得意など、個人差が大きかったよ

うに思います。アンケートでも「運動が苦手なので」とのご意見と「家に帰っても取り組んでいる」

「一緒に走ろうと声をかけてくる」等のご意見がありました。その中でも子ども達は８２％が肯定的

に捉えています。今年度も「埴生っ子マラソン」を含む「埴生っ子運動」に全校で取り組み、冬場は

大縄にもチャレンジしています。今後も、感染対策に配慮しつつ、工夫しながら体を動かす楽しさを

伝えていきたいと思います。 

 重点 ＜楽しく＞「みんななかよし・学び合い」 

 

 

みんな仲良し 学び合い  

※「学び合い」は、児童の『自分から進んで考えた

り友達の意見を聞いたりしながら学習しているか』

で評価しました。 

※本年度も授業を参観する機会が十分に設けられな

かったので、保護者の「学びあい」についての項目

はアンケートから削除させていただきました。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

 

保護者 ６７

(62) 

２９

(36) 

４ 

(2) 

１ 

(1) 

－ － － － 

児 童 ７９

(73) 

１８

(25) 

３ 

(2) 

１ 

(0) 

４８ 

(49) 

４２ 

(41) 

９ 

(7) 

１ 

(2) 

職 員 ２８

(20) 

７２

(80) 

０ 

(0) 

０ 

(0) 

７ 

(8) 

７９ 

(79) 

１４ 

(16) 

０ 

(0) 

みんな仲良し  保護者・児童・職員とも「仲良くしている」と感じている割合が高くなっています。

しかし保護者の５％、児童の４％がＣ・Ｄとし、課題があると捉えています。学校でも、授業中はも

ちろん、休み時間なども子ども同士の関わる様子を見るようにし、子どもたちが肯定的に関わり合え

るように工夫をしていきたいと思います。お気づきのこと、心配なことがありましたら、迷わず、担

任まで連絡をお願いします。 

学び合い 児童が主体的に考えたり、話し合ったりできることを目指しながら学習を進めてきまし

た。昨年度に比べ、多少肯定的な意見が増えたものの、職員のＣ評価が１４％とまだ多くなっていま

す。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、直接友達と関わる活動などは控えており、十分な取り

組みができていなかったためと捉えています。今後も引き続き感染対策は行いつつ、友達と関わりな

がら学ぶ活動を増やしていきたいと思います。「クラスで話し合って決めることが多く、子どもが主
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体的に取り組みたいと思える活動の機会を大切にしていただいた」というご意見もありました。自分

たちで話し合い考える経験は、これからも大切にしていきたいと思います。 

「友達や先生に伝えたり発表したりすること」については、人前で発表したり自分の考えを文章に

表したりすることが苦手な児童がいます。今後も児童が安心して発表したり、自分の言葉でノートに

まとめられたりできるよう、学習を進めてまいります。また、タブレットを使用しながら考えを共有

する場面も設定していきたいと思います。学校としては、授業中の取り組んでいる様子を認めたり、

自主的に取り組む良さ実感できる工夫をしたりしながらこれからも指導していきたいと思います。  

２ 学校教育の全般について 

 

 

喜んで学校へ通う 授業は分かりやすく楽しい  

※「喜んで学校へ通う」は、児童の『学校

へ行くのが楽しみ』を評価しました。 

※「授業は分かりやすく楽しい」は、職員

の『子どもたちは関わり合い、分かりや

すいと感じる授業をしている』で評価し

ました。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

 

保護者 ５２ 

(49) 

４２ 

(45) 

５ 

(5) 

０ 

(1) 

３７ 

(38) 

５５ 

(51) 

７ 

(9) 

１ 

(2) 

児 童 ４７ 

(50) 

３７ 

(36) 

１１ 

(11) 

５ 

(3) 

５６ 

(51) 

３４ 

(39) 

７ 

(8) 

３ 

(2) 

職 員 ２９ 

(8) 

６８ 

(92) 

４ 

(4) 

０ 

(0) 

２４ 

(12) 

７２ 

(76) 

３ 

(12) 

０ 

(0) 

喜んで学校に通っているか  Ａ、Ｂで８４％と、ほぼ昨年同様に多くの児童が喜んで学校に通えてい

ます。しかし、保護者の５％、児童の１６％がＣ、Ｄの評価をしています。アンケート結果を見ると、

友達関係の不安を感じているようです。学校に通うことが楽しいと思えるように日々の活動を工夫した

り、一日の全般を通して職員が児童の様子を良く見たり話を聞いたりして悩みを汲み取ったりしていき

たいと思います。また、保護者の方と連携を取りながら、一人ひとりの子どもに寄り添った支援ができ

るよう努めたいと思います。 

授業は分かりやすく楽しい 保護者の９２％、職員の９３％がＡ、Ｂと評価をしています。昨年度に

比べ、児童のＡの割合が上がりました。しかし、保護者の８％、児童の１０％がＣ、Ｄの評価をして

います。どの子にとっても分かりやすく楽しいと思える授業になるように、子どもたちの様子をよく

見て、今まで以上に教材の研究を深め、教科担任制や少人数学習なども取り入れ、授業改善を行って

いきます。アンケート結果からは、コロナ関連で休んだ後のフォローがなく、分からないまま先に進

んでしまう」とのご意見があり、反省しております。分からない事が増えることが、楽しくないこと

につながってしまうと思います。休んでいる間の学習内容の説明はもちろん、分からないままでな

く、分かるまで教えるようにしていきたいと思います。繰り返し学ぶことで学習内容は定着していき

ます。ご家庭でも学習を見ていただけるとありがたいです。 

安全への指導 職員の児童理解 

 

 

安全への指導 職員の児童理解 ※「安全への指導」は、児童の『登下校中一

列で歩いたり、校舎内では走らないように気

をつけたりして、けがをしないように生活し

ているか』で自己評価しました。   

※「職員の児童理解」は、児童の『先生は私

のことを良く分かってくれて、困った時は相

談にのってくれるか』で、職員の『子どもた

ちの児童理解に努め適切に指導しているか』

で評価しました。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

 

保護者 ５０ 

(51) 

４７ 

(44) 

２ 

(4) 

０ 

(1) 

４９ 

(50) 

４９ 

(45) 

２ 

(4) 

０ 

(1) 

児 童 ４４ 

(42) 

４３ 

(41) 

１０ 

(13) 

２ 

(3) 

６２ 

(62) 

２８ 

(31) 

８ 

(6) 

２ 

(1) 

職 員 ４１ 

(44) 

５９ 

(52) 

０ 

(4) 

０ 

(0) 

５０ 

(33) 

５０ 

(67) 

０ 

(0) 

０ 

(0) 

安全な登下校や校内生活をしているか １２％の児童がＣ、Ｄの評価をしています。昨年より減少し

たとはいえ、まだかなりの児童が登下校や廊下歩行等の安全について、良くない、もっと考えていか

なくてはと感じています。登下校については、保護者の皆様からも「何回か寄り道をして帰ってき

た」「先日下校の様子を見たが、学年に関係なく危ないと感じた。道に広がって歩いたり、歩道橋か
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ら勢いよく降りてきて道に飛び出したり･･･」等、多くのご意見や要望をいただいております。登下校

時は安全に気をつけ横に広がらずに一列で歩くように、校舎内では走らずに右側を安全に歩行できる

ように、指導していますが、今後も子ども達の安心安全を第一に考えて指導してまいります。お気づ

きの点がありましたら、学校にお知らせいただくようにお願いいたします。 

職員は児童理解に努めているか 保護者の９８％、児童の９０％でＡ、Ｂの評価をいただきました。

しかし、児童の１０％がＣ、Ｄの評価としています。職員は更に信頼感を得られるように児童・保護

者の方と関わっていく必要があると感じています。学校では、Q-U 検査の後や、各学期ごとに児童一

人ひとりと話をする時間を取って話を聞いています。話を聞いて対応する中で安心して過ごすことが

できるようになった子もみられました。これからも児童が安心して学校生活を送ることができるよう

に、悩みをきちんと受け止め、児童理解に努めていきたいと思います。「先生は自分のことを分かっ

てくれる」と子どもたちが感じられるように、様子をよく見たり話を聞いたりしたいと思います。さ

らに家庭との連絡を密にして、一人ひとりに応じた支援や指導を行いたいと思います。お子さんの様

子から心配なことがありましたら、どんなことでも学校に連絡をいただくようお願いいたします。 

 様子を家庭へ知らせる 行事で成長 行事を楽しみに ※「様子を家庭へ知らせ 

る」は、児童の『私は学

校の様子を家庭で話し

ているか』で評価を、「行

事で成長」は、児童の『私

は運動会やマラソン大

会の練習や本番をがん

ばったか』で評価しまし

た。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

保護者 ６４ 

(61) 

３２ 

(37) 

４ 

(2) 

０ 

(1) 

７０ 

(76) 

２８ 

(22) 

２ 

(1) 

０ 

(1) 

８２ 

(83) 

１７ 

(16) 

１ 

(1) 

０ 

(0) 

児 童 ５７ 

(52) 

２５ 

(31) 

１１ 

(13) 

６ 

(4) 

８０ 

(85) 

１６ 

(12) 

３ 

(3) 

１ 

(1) 

７９ 

(79) 

１６ 

(18) 

３ 

(2) 

１ 

(1) 

職 員 ２１ 

(24) 

５５ 

(60) 

２１ 

(16) 

３ 

(0) 

７１ 

(72) 

２９ 

(28) 

０ 

(0) 

０ 

(0) 

－ － － － 

学校や学級の教育方針や取り組みの様子が分かりやすく家庭に伝えられているか  学校便り、埴生小

ＨＰ、学年通信、学級通信や H&S、電話連絡等によって学校での児童の様子を家庭へ伝える努力をし

てまいりましたが、職員としては、C,D 評価が２５％となっており、もっとお伝えできたのではない

かと感じています。また、保護者の方からも「クラスだよりが少ないので学校の様子が分からない。

行事もないため保護者への周知はもう少し工夫してほしい」等のご意見がありました。今後は今まで

以上に学校から分かりやすく正しい情報を家庭へ発信するよう努力します。 

また、児童の評価ではＣ、Ｄの評価が１７％ありました。学校の様子をなかなか自分から話さない

お子さんもいるようですが、学校からのお便りをお子さんとの話題作りの「きっかけ」にしていただ

けるように努めてまいります。 

行事は子ども達の心身の成長につながっているか・子ども達は行事に楽しく取り組んだか  保護者、

児童とも非常に高い評価をいただきました。アンケートからも「行事があることで目標に向かって取

り組むことができている。工夫しながら実施してもらえることに感謝」とのご意見をいただきまし

た。今年は、昨年度コロナ禍で行えなかった行事も、規模や形態を変えて行ったり、感染防止の対策

を行ったりするなど工夫をしてまいりました。今後も、感染防止対策をしっかり行いながら、児童が

楽しく取り組め、より良い成長につながるよう工夫して行事を行っていきたいと思います。 

３ その他 

 今回の学校評価アンケートでは、保護者の方に「学校へのご意見」「ご提案」についてご記入いた

だき、ありがとうございました。こちらに寄せられたご意見につきましては、各学年、各係、学校全

体で考え、対処していきたいと思います。 

千曲市立埴生小学校 

担当：坂口 昌子 

℡ 026-272-0158 

Fax026-272-4454 
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